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エイブルサポート系
ディサビリティチーム

星野　祐司
（文学部教授）

○星野　ディサビリティプロジェクトの星野です。よろしくお願いします。

　正式なプロジェクト名は、認知的disabilityと社会的不全感に関する基礎的

研究ということで、心理学の立場から、このオープン・リサーチ・センター

整備事業に参加しています。

　ちょっと一つ飛ばしてしまいました。共同研究者として、星野と望月先生、

八木先生、それから松田（隆夫）先生に宮原先生、それから破田野助手、佐

藤君、都賀さんが参加しています。皆さん心理学専攻になっています。

　援助者と被援助者といったことを考えてみようと思います。それら２者の

間にはいろいろな心理学的な問題が存在するでしょう。一応、心理学班です

ので、そのようなことを考えてみたいと思います。

　そこにはいろんな課題があります。課題には認知的な側面、記憶を含んだ

側面、注意とか問題解決とか、そういうさまざまな、従来認知心理学で行わ

れてきた領域、テーマがふくまれています。２者間に存在する関連性という

ものを考えることができます。それは社会的な行動でありまして、そこから

発生する感情とか自尊心、自尊判断ともいいますが、そういった社会心理学

的側面があると思います。

　もう少し見て行きますと、認知心理学では従来、人間の多様な能力を研究

しようとしてきたわけです。援助者と被援助者との課題にも、２人の間には

約束事があるでしょうし、共通の目標もあるでしょう。いろいろと、そうい

ったことを学習してほしい、学習しないといけないということもあります。

あるいは知識を伝承していかなきゃいけないということもあります。そうい

うように援助者と被援助者との間には充足すべきいろいろな課題がありま
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す。そういった課題を遂行するにおいては、記憶や知識の働きを抜きに考え

ることはできないと思います。

　社会心理学的な側面についてもう一度考えてみますと、社会心理学ではい

ろんな定義がもちろんあると思うんですが、他者やグループの存在が個人の

態度とか感情にどのような影響を及ぼすかということを検討していると思い

ます。能力の社会の中で発揮できれば自信につながるわけですし、そうでな

ければちょっと挫折感を味わうこともあるでしょう。

　援助者と被援助者の二者の関係ですが、これは双方に言えることだと思う

んですが、お互いやはり自尊心を高めるということは、生活を営む上で非常

に重要なファクターであるということが言えると思います。

　そういう大きな枠組みで系統づけますが、今回は「順序の記憶における加

齢の影響」ということと、「視覚障害者がウインドウズの操作方法を学習す

る際の問題点」という点と。この２番目の点については、時間の都合もあり

ますのでポスター発表にとどめました。この研究については、これは視覚障

害の人が電子メールなどを操作したいといった場合に、普通の人が操作を教

えるときの、普通の者が教える方法を記述したマニュアルはどのようにした

らいいかと、どのようにしたら有効に視覚障害者にウインドウズの操作を教

えることができるだろうか、そういう観点から研究を行っています。

　それで３番目は、「自尊心と被援助者に対する視点の取り方が援助行動に

及ぼす影響」ということで、ここはちょっと急ぐことにしまして、１番目と

３番目のところから発表していこうと思います。

　最初は「順序の記憶における加齢の影響」ですね。項目が一つずつ出てき

ます。単語を使えばわかりやすいので単語を使うんですが、順に出てきまし

て、それがどういう順番で出てきましたか、そういう単純な形にしまして、

順序の記憶というものを扱っています。でも、日常ではやはりいろいろな側

面で順序の記憶というのが重要だと思いますし、わりと自然に順序の記憶は

覚えていく、単にこれが１番目、これが２番目と言われなくても、ある程度

ですが覚えることができると思います。

　加齢によるいろいろな影響ということは述べられていまして、知識は加齢
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とともに蓄積して、結晶的な知能とかいう言い方しますが、そういう知識は

加齢ともに有効に利用できるようになってくるけども、そういう記憶とは異

なる側面もあります。作業を素早く行うとか、そういった側面は年齢ととも

に衰えるだろうということは、いろいろな課題でいえます。短期記憶という

のは、短い間にさっさと解いて、さっさと答えると、そういう課題ですけど

も。短期記憶のテストでも加齢による影響が見られるでしょう、衰えるでし

ょう。その中で、特に順序についての記憶は加齢とともに衰えるのでしょう

か。

　それから、そういう短期記憶においては、電話番号を覚えるとか、そうい

うことなので、音的な情報を有していると思うんですが、平仮名の数が少な

いような短い単語のほうが覚えやすいということがよく知られています。こ

れは語長効果といわれています。こういった語長効果も加齢に伴って変化す

るだろうかと。

　そういったことで実験を行いました。50歳から81歳までの40名について分

析をしました。平均は65歳。改訂長谷川式簡易知能スケールというのが、そ

ういう簡便な知能検査を調べまして、ほぼ万全と呼べるような人たちです。

それから日常生活には特に大きな問題がないという人たちが、そう多くあり

ませんが、そういう人たちが実験に参加してくださいました。

　覚えてもらう、学習してもらうわけです。短単語（いす、むこ、スナック）

とか、長単語（くいちがい、みなみかぜ、くさやきゅう）と比較的馴染みの

あるものを使っています。単語としての親密度が一定のものを使っています。

　短期記憶ですから、短い間に覚えて、それをテストするということをやっ

ていますので、５単語からなるリストを一つの学習リストとしまして、５単

語を提示したらそれを思い出してもらうと、そういうことを繰り返してみま

した。

　手続なんですが、今、少し言いましたように、５つの単語を一つのリスト

として学習リストとします。単語を一つずつモニター、パソコンで制御しま

したモニター上に提示していきます。これは1.8秒ですから、わりととんと

ん出てきますね。それで、一つのリストが終わりますと、一けたの足し算を
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すごく短いですが、2.5秒、一けたの足し算をやってもらいます。

　これが学習のときの様子ですね。もう短期記憶ですから、すぐテストしち

ゃいます。今出たものは何ですかと、そういう状況です。

　このテストの段階では、挿入課題終了後、すぐ自由再生テストか順序の再

構成テストを行いましたと。自由再生テストは、順序にかかわらず、出てき

た単語を自分で思い出してくださいという、ごく単純なテストです。これは

途中で挿入課題が終わりますと、白い画面が出た場合には自由再生テストを

行いますよということをあらかじめ練習しておきます。

　次に、出てきた単語が、５つの単語が出てきます。この場合には、最初に

出てきた場合と順番は違うんだけれども、さっきの単語が出てきますよと。

そうしたら、それを出てきた順番に構成し直してください、そういう課題が

出てきます。ですから、単語はもう見せてありますので、出てきた順番を思

い出してくださいと、そういう課題になっています。これらのどちらかを、

挿入課題を行った直後にしないといけない状況になります。学習リストをた

くさん作ることは、何回も繰り返しできますので、40名の人、一人一人に何

回か繰り返してやりました。

　その結果がこれなんですけれども。一つ、その結果の分析の方針を考えま

した。65歳以上の高齢者の人たち21名と、65歳未満の低年齢、この場合それ

でも50歳ぐらいから64歳の19名に分けて分析しました。65歳となると、そう

いう分け方をする場合の所見、研究もあるそうです。

　それから、順序の再構成課題については、この自由再生記録テストの成績

というのは、ある意味で記憶の能力をはかっているテストと言い直すことも

できますから、自由再生テストの成績が高い人、低い人で分けてようと思い

ました。ですから、ここではちょっとわかりにくかったかと思いますが、順

序の再構成課題については、２×２の４条件に実は分けています。スライド

は正確ではないですけれども。順序の再構成課題については、再生成績から

高い人たちと低い人たちになって行われています。それと、もちろん低年齢

群と高年齢群の二つ、そのときにも分けまして、実は４条件になっています。

そういうことで分析をしようと思います。
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　それで、まず自由再生テストなのですけども、やはりとりあえず言われて

いるように、あるいは直感的にも考えられるように、随分とやはり65歳以上

のときには成績が下がっています。特に今回の場合には、自由再生するのか、

あるいは順序の再構成課題をするのか、テストをされる直前までわかりませ

んので、そういう意味では作業が若干複雑になっていると思います。そうい

う状況ですから、成績が下がるのだと思うのですが、極端に下がっていくと

いうことがわかります。短単語と長単語、やはり、この短い単語が覚えやす

いと、これは直感的ですけれども、短い単語のほうが覚えやすいことがわか

りますが。これはどうも変化していない、これがそれほど変化しないのです

ね。長単語の場合であっても、それらは先ほどお見せしましたように、そん

なに珍しい単語じゃないですので、例えば長単語について特に加齢の影響が

大きいとか，そういうことはなかったいうことになります。

　それではすみません、時間をちょっと超過しそうなのですけども。

　それで、順序の再構成課題については、単語の短い、長いと、再生成績の

主効果が有意になりました。

　２番目のほうに、年齢の主効果が有意になりませんでした。というのは、

低再生の成績と高再生の成績で、非常に差がはっきりしていますね。そこで、

そういうふうにほとんど吸収されてしまう、説明されてしまうという状況に

なっています。年齢の影響は、確かに下がったように見えるのですけれども、

低再生と高再生で、非常に成績に違いがあったので、その変化が年齢の変化

の説明がされてしまうということがわかりました。

　順序の記憶については、年齢の影響が見られなかった。ただし、そういう

再生成績のほうで、説明要因として加えた場合は、ほとんど年齢による低下

というのは見られないということがわかります。ちょっと意外な結果なので

すけれども、先行研究でも似たような、調べてみたらありましたので、偶然

とは言えない気がしています。

　そして、「自尊心と被援助者に対する視点の取り方が援助行動に及ぼす影

響」ということで研究しています。これは昨年度から続けてやっています。

そういう他者を知覚するということが、援助行動に対して共感するというこ
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とが援助行動を増加させるだろう、促進させるだろうということが何となく

予想できるんですけれども、そういった側面をもう少し、より精密に検討し

てみようと考えています。

　苦境にある他者に対してどのように感情を高めることができるだろう、そ

ういうことに関して２通りの視点があると述べている人がいます。他者想像

視点と自己想像視点。相手がどのような気持ちでいるのかを想像する他者想

像視点と、自分が相手の立場にあったらばどのような気持ちになるかを想像

する自己想像視点、この２通りの視点操作を、教示によるんですけれども、

操作してみようと思います。

　その際、援助する側の自尊感情がもともと高い人と低い人ということで、

２通りに分けています。被援助者に対する視点を客観的に見てくださいとい

う教示と、他者想像と自己想像との３通りで、２×３の６通りで、６条件で

考えています。

　実際、援助量というのは、何かを依頼して、それに対してどの程度の作業

を自分はボランティアでもやってもいいですよと答えるかということを用い

ています。そういったものを従属変数として、その他感情、共感とか、それ

から自分と被援助者とのデメリットなども測定しています。

　被験者は女子学生の60名です。自尊心尺度で２群に分けています。手続と

しては、さまざまな手記を読んでもらって、その感想を調べるというカバー

ストーリーを用いまして、援助を必要としている人の手記を読んでもらって、

その際に視点の操作を行っていく。ちょっと下のほうなのですけれども、援

助の機会ということで、実際にはＡさんへの支援をお願いする手紙を送る作

業をボランティアで行ってほしいということを頼まれます。

　これは、共感的配慮、個人的苦痛というものは、視線の操作とともに上が

っています。

　援助量が、この他者想像群では自尊心が高い人、自己想像群では自尊心の

低い人に、こういうふうに援助量が高くなるという結果になっています。そ

れ以外はほとんど変わらないと。

　変数間の関係を見てみますと、高自尊心の人たちは共感的配慮を持ちまし
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て、それが心理的には遠い、自分とは違うんだと思うときに援助量が高くな

る。そして、自尊心が低い人たちは、個人的苦痛を感じて、個人的苦痛を軽

減するために多くの援助が行われたという傾向を示しています。

　そういうことで、高自尊心群と低自尊心群では、援助する方略がどうも違

っているだろうと、単純に共感するから援助をするのだというわけではない

のだということがわかってきたということです。

　資料もありますので、お持ちじゃない方は受付のほうから取り寄せてくだ

さい。（次ページより掲載）
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